
自然と触れ合うことを楽しむ 

ねらい  
・自然と触れ合うことを楽しみ、季節の行事に親しみを持つ 

●保育の振り返り 
 こいのぼり製作を行うにあたって、実際にお寺へ鯉を見に行きました。 
手を叩くと鯉が近寄ってくると子ども達は大喜びであり自ら鯉と触れ合う姿が見られました。また「おっきー」「何か食べよる」 
「あっちに行ったよ」と鯉に興味津々な姿も見られました。（自然との関わり） 
 その後はこいのぼり製作を行いました。画用紙に水玉模様やハート・お花などこいのぼりの模様を一人ひとりが様々な 
かたちで自由に楽しく表現する姿も見られました。（豊かな感性と表現） 
実際に身近な自然に触れるなかで子ども達の豊かな感性が育まれます。 

対象：4歳さくら組  作成者：山川可純 
作成日：2018年4月27日 


